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式と数字の個数・かけ算１ 

 

 ２けたの整数
せいすう

と１以上の１けたの整数をかけ算した式があります。 

 

 

 

 

（１）この式に，数字の９がちょうど４個 現
あらわ

れました。そのような式として考えられるものをすべて答え

なさい。 

 

（２）この式に，数字の８がちょうど４個現れました。そのような式として考えられるものをすべて答えな

さい。 

 

（３）この式に，数字の６がちょうど４個現れました。そのような式として考えられるものをすべて答えな

さい。 
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式と数字の個数・かけ算１ 

（１）９９×１＝９９，９９×９＝８９１ 

（２）８８×１＝８８，８６×８＝６８８ 

（３）６１×６＝３６６，６６×１＝６６，６６×６＝３９６ 

 

式に現れる３つの整数をＡ，Ｂ，Ｃとします。 

 

 

 

Ａは２けた，Ｂは１けたです。Ｃは最も小さくて１０×１＝１０，最も大きくて９９×９＝８９１ですから，

２けたか３けたです。以下では，（Ａ，Ｂ，Ｃ）にそれぞれ何個数字が現れるかに注目をして場合分けを行

います。 

 

（１）（Ａ，Ｂ，Ｃ）に現れる数字の９の個数に注目をして場合分けを行います。 

 

（２，１，１）の場合 

 Ａ＝９９，Ｂ＝９ですから，９９×９＝８９１となって，条件を満たします。 

（２，０，２）の場合 

 Ａ＝９９です。また，Ｃは最も大きくても８９１ですから，Ｃは９９，１９９，２９９，…，７９９のい

ずれかです。一の位に注目をすると，Ａの一の位である９とＢをかけた答えの一の位が９になるのは，Ｂ＝

１の場合のみです。このとき，９９×１＝９９となって，条件を満たします。 

（１，１，２）の場合 

 ９□×９＝□９９と□９×９＝□９９の２つの場合が考えられます。 

・９□×９＝□９９ 

Ａの十の位が９，Ｂも９ですから，９×９＝８１より，９□×９＝８９９となります。ところがＣは最も

大きくても８９１ですから，条件を満たしません。 

・□９×９＝□９９ 

Ａの一の位が９，Ｂも９ですから，９×９＝８１より，Ｃの一の位は１となってしまい，条件を満たしま

せん。 

その他 

 （１，０，３），（０，１，３），（０，０，４）の場合，Ｃが９９９か９９９９以上になってしまうので，

条件を満たしません。 

 

以上より，９９×１＝９９と，９９×９＝８９１の２つの式に数字の９は４個現れます。 
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（２）（Ａ，Ｂ，Ｃ）に現れる数字の８の個数に注目をして場合分けを行います。 

 

（２，１，１）の場合 

 ８８×８＝７０４となるので，条件を満たしません。 

 

（２，０，２）の場合 

 ８８×□の答えは，最も大きくても８８×９＝７９２です。よって，８８×□＝□８８を考えます。Ａの

一の位の８とＢをかけた答えの一の位が８になるのは，Ｂが１か６のときです。８８×１＝８８は条件を満

たし，８８×６＝５２８は条件を満たしません。 

 

（１，１，２）の場合 

 ８□×８＝□８８と□８×８＝□８８の２つの場合が考えられます。 

・８□×８＝□８８ 

Ａの一の位の□とＢ＝８をかけた答えの一の位が８になるのは，Ａの一の位の□が１か６のときです。 

８１×８＝６４８は条件を満たさず，８６×８＝６８８は条件を満たします。 

・□８×８＝□８８ 

Ａの一の位が８，Ｂも８ですから，８×８＝６４より，Ｃの一の位は４となってしまい，条件を満たしま

せん。 

 

その他 

 （１，０，３），（０，１，３），（０，０，４）の場合，Ｃが８８８か８８８８以上になってしまうので，

条件を満たしません。 

 

以上より，８６×８＝６８８と，８８×１＝８８の２つの式に数字の８は４個現れます。 
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（３）（Ａ，Ｂ，Ｃ）に現れる数字の６の個数に注目をして場合分けを行います。 

 

（２，１，１）の場合 

 ６６×６＝３９６となるので，条件を満たします。 

 

（２，０，２）の場合 

 ６６×□の答えは，最も大きくても６６×９＝５９４です。よって，６６×□＝□６６を考えます。Ａの

一の位の６とＢをかけた答えの一の位が６になるのは，Ｂが１か６のときです。ただし，Ｂ＝６は（２，１，

１）としてすでに考えました。Ｂ＝１のときは，６６×１＝６６となって条件を満たします。 

 

（１，１，２）の場合 

 ６□×６＝□６６と□６×６＝□６６の２つの場合が考えられます。 

・６□×６＝□６６ 

Ａの一の位の□とＢ＝６をかけた答えの一の位が６になるのは，Ａの一の位の□が１か６のときですが，

Ａの一の位が６のときは６□＝６６となるので，すでに考えています。Ａの一の位が１のときは， 

６１×６＝３６６となって条件を満たします。 

・□６×６＝□６６ 

Ａの一の位が６，Ｂも６ですから，６×６＝３６より，Ｃの一の位は６となります。ただし，３がくり上

がってＡの十の位の□と６をかけた答えの一の位とたされて６になるためには，□×６の一の位が３になら

なければなりません。６が偶数であるために□×６も偶数ですから，一の位が３になることはありません。

よって，条件を満たすことはできません。 

 

その他 

 （１，０，３），（０，１，３），（０，０，４）の場合，Ｃが６６６か６６６６以上になってしまうので，

条件を満たしません。 

 

以上より，６１×６＝３６６，６６×１＝６６，６６×６＝３９６の３つの式に数字の６は４個現れます。 

 

 

 

試行力問題～子どもから大人まで～ 


